
へ
御
入
賞
に
御
下
り
陀
相
街
中
候
事
と
あ
り
。
先
共
の
時
世
の
仙
川
貨

を
あ
り
の
ま
h

記
紋
せ
し
も
の
也
。
白
石
川
脚
岱
に
も
・
此
の
時
の
都

を
蛾
せ
た
り
。
按
十
る
に
‘
貞
享
二
年
卯
辰
妙
泰
寺
由
来
暫
K
.
枯

木
町
陀
寺
山
骨
v
之
慮
、
大
拍
車
寺
附
之
忍
年
御
城
下
惣
憐
湖
御
持
制
民
付

被
a
召
上
-
と
見
b
、
愛
宕
明
王
院
・卯
反
観
音
院
久
保
市
法
住
坊
な

金
海
古
蹟
志
港
大

市
.京
に
ひ
き
と
み
官
官
v
之
候
。赴
は
太
悶
但
馬
守
と
縁
者
陀
て
候。

共

も
の
を
下
候
て

、
色
々
之
俄
候
て
あ
っ
か
ひ
組
問
‘
銀出
A
器
院
繰
江
戸

と
.
秀
家
よ
り
の
在
進
也
。
人
持
分
の
内
錐
共
名
は
云
ひ
僻
へ
宇
.

念
に
御
上
治
有
っ
て
内
府
と
有
無
の
御
一
戦
可
v
然
と
云
ム
。
残
り
は

皆
人
質
を
扮
つ
る
都
は
.
成
る
ま
じ
き
と
の
儀
に
決
し
て
秘
山

還
の
す
ゑ
か
と

村
井
盟
後
奥
村
伊
抽
出
守
在
ど
笑
止
が
り
申
候
。
あ

ん
の
如
く
金
海
へ
利
長
級
御
下
跡
に
、
内
府
公
大
阪
商
，丸
へ
俄
K

伏
見
よ
り
御
は
い
り
候
て
‘
共
の
時
央
村
伊
柚
障
は
大
阪
に
芳
容
院
核

へ
付
て
居
被
v
申
、
村
井
盟
後
は
伏
見
御
た
干
に
防
本
市
付
候
て
有
v

之
。
共
の
時
盟
後
出
削
.申
拠
出
掛
公
之
人
数
民
ま
ぎ
れ
物
K
成
候
て
‘大
阪

へ
か
け
入
。
芳
出
仲
院
様
御
淘
を
な
が
さ
れ
‘
大
納
官
桜
花
此
泊
見
せ

中
皮
と
盟
後
K
御
立
候
て
、
恭
山
巾
候
。
共
時
よ
り
方
々
よ
り
利
長

様
へ
在
進
御
座
候
へ
ば
、
初
利
長
械
と
内
府
公
と
御
中
あ
し
く
色
々

さ
ま
品
¥
の
事
。

上
方
よ
り
横
山
大
勝
有
賀
ゆ
ふ
か
を
御
上
せ
候

へ
よ
し
.
扱
ひ
心
K
大
谷
刑
部
少
よ
り
申
越
、
明
三
月
上
り
被
ν
申
。

扱
昔
利
長
滋
K
有
ν
之
多
野
村
三
郎
凶
郎
、
北
ハ
頃
は
せ
う
す
い
じ

と

な
る
べ
し
。
外
惣
捌
を
内
野
ち
た
る
は
‘
州民
長
十
五
年
に
て
内
惣
郷
捌

よ
り
十
三
年
後
な
り
け
り
。

O
金
谷
出
丸
地

ど
、
有
惣
榔
銅
山
梨
に
付
吉
て
六
年
陀
至
り
痢
内
の
寺
院
を
ば
卯
炭

山
へ
移
仰
を
命
ぜ
ら
れ
し
も
の
に
て
‘
妙
務
寺
の
由
来
お
も
共
の
山

相出
務
中
は
今
尾
山
一例
枇
の
地
主
ば
金
谷
と
呼
べ
り
。
金
谷
は
か
な
や

と
総
し
、
昔
は
金
屋
と
此
u
け
り
。
-X
此
の
地
の
町
名
陀
て
昌
披
問
答

陀
も
.
す
は
金
屋
町
と
て
金
谷
門
の
内
陀
有
ν
之
町
之
由
承
り
及
ぶ
と

あ
り
。
或
は
云
ふ
。
此
の
地
に
南
町
を
今
の
地

へ
坦
ひ
出
し
、
A
R
E

り
被
ν
成
.
共
の
夜
宮
山
花
在
り
合
ひ
け
る
人
持
分
登
妓
し
御
談
合
あ

り
て

.
翌
日
早
々
金
部
へ
被
v
符
ν
入
、
金
四
仰
の
人
特
分
不
ν
磁
登
披
陀

て
御
談
合
也
。
共
の
趣
意
は
.
内
府
公
伏
見
よ
り
大
阪
へ
御
越
被

ν

成
.
芳
容
院
殿
並
に
利
長
卿
御
内
室
主
人
質
K
取
り
呑
を
付
け
た
り

仰
せ
飽
き
る
。
倒
的
中
納
言
秀
家
卿
よ
り
も
同
時
に
使
者
来
り
、
同

じ
旨
の
趣
に
E
.
則
ち
伎
者
共
近
江
路
へ
飾
り
至
り
け
る
か
と
思
ム

頃
、
利
長
卿
綜
負
郡
へ
鷹
野
K
出
で
給
ム
底
へ
、
備
前
中
納
官
殿
よ

り
附
使
平
岡
町
民
て
来
る。

則
ち
御
針
而
‘
委
細
は
山M
中
陀
巾
し
上
ぐ

る
由
民
て
‘
胤
恥
柑
相
上
る
。
御
披
見
被
ν
成
、
御
機
級
悪
数
、
早
々
御
腕

金
海
古
政
志
品
主
ハ

拙
者
来
年
在
図
可
v
致
と
仰
せ
越
さ
れ
け
る
に
‘
利
長
卿
の
御
返
事

に
‘
左
候
は
ピ

、
我
ル
時
事
閣
も
近
く
候
問
先
づ
慌
下
り
、
来
春
治
付

可
=経
由i
-
と
仰
せ
越
さ
る
。
御
勝
手
次
第
と
の
事
に
て
、
利
長
卿

八

月
廿
八
日
医
大
阪
を
立
ち
て

下
図
し
給
ひ
.
金
部
に
寸
日
許
逗
留

し
.
宮
山
へ
御
越
被
v
成
、
御
放
艇
に
て
御
遊
行
の
底

.

b
h
r
k

成
り
家

陵
公
よ
り
使
者
来

p
.
綬
々
と
御
休
息
た
る
べ
く
‘
上
方
無
事
の
旨

ど
の
由
来
舎
な
ど
に
も
、
出
血
長
六
年
卯
辰
山
へ
移
郎
被
ν
命
山
と
記
縦

し
。
=
一州
志
に
も
.
久
保
市
乙
剣
榊
枇
往
古
よ
り
新
町
花
畑山践
の
成
、

従
長
六
年
七
月
別
償
金
剛
寺
等
七
夕
寺
一
紙
連
名
陀
て
.
卯
炭
山

へ

移
仰
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
よ
し
見
h
た
り
。
右
妙
車
山
寺
由
来
性
等
に
強

れ
ば
.
内
惣
榊
淵
を
山
野
た
し
め
ら
れ
し
事
政
長
六
年
の
如
く
間
ゆ
れ

ら
ひ
被
ν
む
候
。

共
年
七
月
初
め
比
・
涼
の
園
へ

利
長
線
御
賂
叫
刊
に
御

越
候
て
、
あ
か
し
ま
で
御
越
被
レ
成
候
。
八
月
肥
前
線
加
州
越
中
へ
御

附
幡
野
に
御
下
被
ν
成
候
。
は
や
/
¥
大
納
言
採
御
迷
宮
御
迷
へ
候
。
御

町
は
浅
野
川
橋
外
へ
移
さ
れ
‘
跡
地
は
出
丸
と
な
し
、
城
郡
内
へ
取

り
込
み
給
へ
り
と
い
へ
り
。
附
院
長
の
金
調
印
披
闘
を
考
ふ
る
に
‘
玉
泉

院
丸
の
地
花
近
勝
大
和
・
上
坂
叉
兵
術
居
住
し
.
松
原
屋
敷
の

地
陀

羽
傘
隼
人
の
居
邸
あ
り
て

‘
共
の
下
溢
な
る
内
惣
僻
掘
の
内
に
三
保

四

v
向
日
之
時
・
命
z
小
活
町
内
同
氏
二
T
ω
智
治
総
十
有
一
保
日
以
胎
昌
世
子
利
反
日

一耳
ぺ
公
嗣
立

e

牧
昌
柳
川
越
二
州
↓

能
州
同
母
利
政
牧
ν

お
d

八
月
甘
八

目
的
v
務
亙
“
み
品
機
械
↓

今
鼓
b
h
J

十
月
靴
a

官
公
謀
叛
吋

東
照
君
岬
V
肘
ν
之

4

及ゐ山口
横
山
長
知
-
説
。
鴬
川Y
解
云
ぺ

と
服
せ
た
り
o
村
井
長
明
の
叙

賢
紀
略
に
云
ム
。大
納
言
様
御
逝
去
二
七
日
過
候
て
、
肥
前
守
様
大
阪

よ
り
伏
見
内
府
公
へ
御
妓
移
を
御
見
廻
り
、
治
部
少
を
津
山
へ
越
は

給
ひ
・
芳
唱
和
院
殿
は
江
戸
へ
人
質
と
し
て
、
村
井
盟
後
守
御
供
陀
て

下
り
給
ム
。
共
の
出
入
の
頃
金
滞
惣
構
を
掘
ら
せ
給
ム
也
。
同
h
m
M
A
A

牲
に
一
試
ム
。
波
長
凶
年
の
各
十
二
月

K
.
惣
岬
帥
侍
此
u
酬耐
陀
て
出
来
。

今
の

内
惣
械
と
一
耳
ム
是
也
と
あ
り
。
背
地
硯
斡
の
本
草
加簡
略
陀
云

ふ
。
院
長
四
年
己
亥
間
三
月
三

H
a尚
徳
公
柑
H
U
於
大
阪
城
邸
内
一
公
将

四
O

大
胞
を
以
て
級
子
御
閃
可
v
被
v
成
と
の
俄
に
掛
り
被
弘
畑
時
五
↓
大
腕
大

内
企
m
w
d

阪
に
至
り
て
裂
を
秘
す
底
.
種
々
難
題
を
被
a
仰
立
-
埼
か
・子
。
大
脳

下
因
し
て
上
方
の
様
子
申
上
げ
、
叉
大
阪
へ
受
る
事
三
度
目
医
師
一
事

陀
成
り
た
り
。
山
民
長
五
年
の
務
也
。
利
長
卿
の
内
室
は
加
州
へ

下
り




